
第７章 地形・地質 
7.1 地質構造発達史 

対象事業実施区域の地質構造は、図 7.1-1 に示すように発達したと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1-1 地質構造発達史 

志賀溶結凝灰岩 

古期斜面堆積物(細粒土主体) 

志賀溶結凝灰岩からなる山地から、岩石

や土が崩壊し古期斜面堆積物を形成 

①【第四紀更新世（1 万３前年頃以前）】

・古期斜面堆積物の堆積 

古期斜面堆積物 
(礫主体) 

崩壊・堆積時に細粒土

主体と礫主体に分化 

②【第四紀更新世（1 万３千年前頃）】

・浅間山の噴火に伴う 
小諸第１軽石流堆積物の堆積 

古期斜面堆積物の一部を被覆 

小諸第 1 軽石
流堆積物 

志賀溶結凝灰岩

浅間山の噴火 

③【第四紀更新世（1 万３千年頃以降）】 

・小諸第１軽石流堆積物の侵食による 
新期斜面堆積物の形成 

小諸第 1 

軽石流堆積物 

志賀溶結凝灰岩 

新期斜面堆積物 

④【第四紀完新世（現在）】 

・河川成の段丘面が形成され現在に至る

古期斜面堆積物

(細粒土主体) 

小諸第 1 

軽石流堆積物

志賀溶結

凝灰岩 

段丘堆積物

対象事業実施区域 

古期斜面堆積物 

(礫主体) 

新期斜面堆積物



7.2 斜面安定計算結果 

斜面安定(円弧すべり)計算の結果を図 7.2-1～4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2-1 円弧すべり安定計算 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2-2 円弧すべり安定計算 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2-3 円弧すべり安定計算 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2-4 円弧すべり安定計算 

 


